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地図とは︖

• 地図は空間の縮⼩表現モデルで
あり、表現物として存在すると
ともに意味内容を持つ
• 地図は空間に関する諸課題への
科学的探究に資するとともに社
会⽣活の向上にも貢献している
• 地図は⽂理融合の「地図⾔語」
として情報コミュニケーション
の社会基盤を⽀える

Source:  ICA+UN



地図の変遷
• 有史（⽂字）以前に抽象記号を⽤いた地図が出現
• 紀元前後までに空間を測って図化する測量/地図や、更には地球球体
説や経緯度の概念などが出現

• 1000年頃から世界図が出現し、1500年頃の⽂芸復興期以降には科学
的⽅法に基づいて地図が作られるようになり、さまざまな地図表現
の⽅法が出現（地図投影法、等⾼・等深線、陰影段彩表現、数量の
地図記号変換、など）

• 19世紀に⼊ると国の経営や産業社会の進展により地形図のみならず
各種主題図の作成が盛んになる

• 1959年に International Cartographic Association (ICA) ︓国際地図学協会
が発⾜

• 近年では、ICTインフラの整備により⽂理融合の地図⾔語として誰も
が地図を作り・使う空間情報コミュニケーションの社会基盤となっ
ている



ICAの概要と⽇本の貢献
ICA (International Cartographic Association) の概要
• 1959 年に発⾜、現在では世界約80カ国が加盟、2年ごとに国際地図学会
議（ICC）を世界各地で開催

• 国際的なコンテクストにおいて地図および地理空間情報科学の発展を図
ることを使命としている

• 約30の研究委員会を持ち、地図に関する標準化、システム化、データ
ベース化、デザイン、制作、利⽤、教育、認知、歴史、原論、等につい
て国際共同研究を組織化

⽇本の貢献
• これまで執⾏部役員として、副会⻑3名、名誉会員５名、コミッション委
員⻑︓6名、表彰委員会委員︓３名、を送り込んでいる

• 国際地図学会議（ICC）を東京において２度開催（1980年︓57カ国約
600⼈参加、2019年︓75カ国約1000名参加）



これから
SDGsの地図化
• ICAと国連が共同でSDGsの地図化について
標準的な表現⽅法を提案
＝＞マッピング・リテラシーの普及と向上
の促進

世界の安全と平和のために、宇宙から⾝
近な⽣活空間まで様々なスケールで⽣じ
る諸課題に対して情報コミュニケーショ
ン基盤として⽂理融合の「地図⾔語」の
⾼度化を図り社会貢献する


